
かかしコンテスト・俚謡コンテスト参加者募集中！

会　場

主　催

第１９回陸平縄文ムラまつり第１９回陸平縄文ムラまつり第１９回陸平縄文ムラまつり

日　程

《イベント内容》

を開催します！

平成２８年（２０１６）

６５４
９

広島で見て、聞いて、感じた平和の大切さ
  そして平和への願いを灯篭に書きました
　　  　　　　　　    ( 広島平和記念公園「灯篭流し」にて )

広島で見て、聞いて、感じた平和の大切さ
  そして平和への願いを灯篭に書きました
　　  　　　　　　    ( 広島平和記念公園「灯篭流し」にて )
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こ
の
た
び
、
２４
回
目
の「
美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業
」に

お
い
て
、
美
浦
中
生
１６
名
と
引
率
者
６
名
の
総
勢
２２
名
で

結
成
さ
れ
た
訪
問
団
の
団
長
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
訪
問
団
を
代
表
し
て
皆
さ
ま
に
簡

潔
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
訪
問
団
は
、
台
北
市
立
敦
化
中
学
校
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
中
心
と
し
た
日
程
で
台
北
市
を
訪
れ
、
有
意

義
な
６
日
間
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
５
月

に
敦
化
中
生
（
今
回
の
交
流
に
参
加
し
た
学
生
と
は
違
う

学
生
で
す
）
が
初
め
て
美
浦
中
に
来
校
し
て
交
流
を
し
た

経
験
も
あ
り
、
敦
化
中
生
と
の
交
流
は
一
層
充
実
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
両
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
片
言
の

英
語
や
台
湾
語
、
漢
字
の
筆
記
、
最
後
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
駆
使
し
て
お
互
い
に
気
持
ち
を
伝
え
合
い
、
相
手
の
話

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
訪
問
団
が
全
員
無
事
に
帰
国
で
き
た
こ
と
は

団
長
と
し
て
一
番
の
喜
び
で
す
。
参
加
さ
れ
た
美
浦
中
生
、

そ
し
て
引
率
者
各
位
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

訪
問
団
団
長

美
浦
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　

沼
﨑　

光
芳

 

今
年
で
２４
回
目
を
む
か
え
る
「
美
浦
少
年
の
つ
ば
さ

事
業
」
は
、
海
外
の
同
世
代
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ

て
国
際
感
覚
を
備
え
た
美
浦
村
の
将
来
を
担
っ
て
い
く

人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
美
浦
村
人
材
育
成
推
進
協
議

会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
今
年
は
８
月
１
日

か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
計
６
日
間
、
美
浦
中
２
年
生
１６

名
を
含
む
美
浦
村
訪
問
団
が
台
湾
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
中
学
２
年
生
の
団
員
募
集
に
は
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
抽
選
に
よ
り
１６
名
の
団
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
の
生
活
と
の
違
い
に
戸
惑

い
、
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
台
北
市
立
敦

化
中
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ
て
か
け
が
え
の
な

い
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
台
湾
の
伝
統
と
文
化
を
身
近

に
体
験
し
た
６
日
間
で
し
た
。

◇引率者　　　　　　《　敬称略　》

　団長　沼﨑 光芳（美浦村議会議長）

　　　　小松 正樹（美浦中学校校長）

　　　　福田 　孝（美浦中学校教諭）

　　　　藤崎 佐保里（美浦中学校教諭）

　　　　平野 芳弘（役場企画財政課長）

　　　　元井 絹代（語学教師・通訳）

美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

台湾台湾

台北市

与那国島
（日本最西端）

中国中国

33 広報みほ　平成２８年９月号広報みほ　平成２８年９月号広報みほ　平成２８年９月号

市 川 　 実 波
( ２ － Ａ )

　私は、今回の少年のつばさ事
業に参加し、台湾の文化に触れ
たり、敦化中学校の方と交流す
ることができたことを、とても
うれしく思っています。
　敦化中学校では、皆で「きら
きら星」を演奏しました。私は
大阮という楽器を使いました。
とても難しかったけれど、ちゃ
んと演奏できたときは、教えて

くれた敦化中学校の方と心が通じたと感じること
ができ、敦化中学校の方と過ごした時間はとても
楽しく、あっという間でした。
　６日間の研修では、とても貴重な体験をするこ
とができました。ありがとうございました。

塚 本 　 侑 聖
( ２ － Ｂ )

石 島 　 颯 太
( ２ － Ｂ )

　僕は、台湾でたくさんのこと
を学びました。まず１つ目は、
敦化中生との交流です。日本と
台湾、それぞれ異なる国なので、
言葉も違います。しかし、身振
り手振り等で、お互いコミュニ
ケーションをとることができま
した。２日間という短い時間で
したが、とてもよい交流ができ
たと思います。２つ目は、台湾

文化や歴史についてです。故宮博物院や林本源園
邸等に行って、台湾と中国とのつながり、台湾の
発展の歴史を知ることができました。
　台湾で学んだ異文化コミュニケーションの大切
さを忘れず、これからの生活に生かしたいです。

橋 本 　 香 菜
( ２ － Ｂ )

葉 梨 　 拓 摩
( ２ － Ｂ )

　僕は、８月１日から６日まで
台湾へ研修に行かせていただき
ました。この６日間で僕が一番
印象に残っていることは、敦化
中との交流です。校舎は美浦中
よりも遥かに大きく、約８千坪
もありました。最初はとても緊
張していました。でもお互いに
プレゼント交換をしたり、学校
の紹介をしたり、一緒にご飯を

食べたりして交流を深めました。中でも僕が一番
印象的だったのは、きらきら星を一緒に演奏した
ことです。日本のものと少し異なる楽器を使いま
した。たった２時間で皆上手に弾けるようになり
ました。言葉はなくとも心が通じた瞬間でした。

　今回の少年のつばさで、たく
さんの良い思い出ができました。
その中でも一番心に残ったこと
は、交流会です。
　敦化中に着くと演奏で歓迎し
てくれました。敦化中の人達は
明るかったです。学校の紹介や
日本の文化をしっかり伝えるこ
とができたと思います。また、
学校を探検するゲームではお互
いのコミュニケーションを深めることができ、友
情を育むことができました。交流会の最後には台
湾の国楽を教えていただき、一緒に合奏をしまし
た。色々な経験の中で友情に言葉の壁や国境がな
いこと等を友達にも伝えていけたらと思います。

安 瀬 　 夢 歌
( ２ － Ｂ )

　私達１６名は、美浦中の代表、
そして日本代表として台湾との
国際交流で文化や歴史等日本で
は体験できなかったことをこの
５泊６日の旅で学び、親しむこ
とができました。１日目の私た
ちはまだ慣れない様子で不安な
ところもあり、体調管理等が困
難な状況で大変でした。２日目
を過ごすにつれて、台湾の人と
も打ち解け合い、互いに優しい言葉をかけ合うよ
うになりました。自分達が日常で使っている言葉
は、相手には伝わりません。だけど、互いに伝え
合おうとしている気持ちは言葉がなくても心で通
じ合えているのではないかと感じられました。

　私は、台湾の敦化中学校との
交流会で思い出に残ることが３
つあります。１つ目は、互いの
学校の様子を分かり合えたこと
です。生徒の人数は美浦中の約
７倍で、校庭も広かったです。
２つ目は、夕食を一緒に食べて
いろいろなことを話せたことで
す。最初は勇気が出せず、話し
かけられませんでしたが、自己

紹介をして声をかけるうちに楽しく交流できるよ
うになりました。３つ目は、交流会２日目の伝統
芸術センターでのＤＩＹ体験やセンター内を一緒
に散策したことです。布の染色をしました。たっ
た２日間でしたが、仲良くなれて良かったです。
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工 藤 　 駿 斗
( ２ － Ｃ )

織 　 愛 結 美
( ２ － Ｃ )

井 川 　 恵 菜
( ２ － Ｃ )

大林　幸乃丞
( ２ － Ｄ )

　僕は美浦少年のつばさ事業で
台湾へ研修に行きました。初め
ての海外で緊張していました。
　台湾の敦化中生との交流では
言葉は通じませんでしたが、ジ
ェスチャー等を使って少し会話
したりすることができました。
そして、１日目には敦化中生の
人達と一緒にきらきら星の演奏
をやりました。中国の方の独自

の楽器を使いました。少しの時間でかなり良い演
奏をすることができました。お寺では台湾の宗教
に関することやお寺での礼儀や歴史等を知ること
ができてよかったです。
　台湾で学んだことを次に活かしていきたいです。

田﨑　深有希
( ２ － Ｃ )

　私が台湾で学んだことは、国
が違っても友達になれるという
ことです。言葉は通じなくとも
ジェスチャーや笑顔で接すれば
相手も分かろうと必死になって
笑顔で話してくれます。私は心
を開いてこんなにも仲良くなれ
たことが、心から嬉しかったで
す。一緒にご飯を食べた時や買
い物をした時も楽しませようと
してくれ、思いやりの心が伝わってきました。私
も彼女たちのようになりたいと思いました。短い
６日間の中で私は、沢山の思い出ができ、沢山の
ことを学び、沢山の人と絆を深めることができま
した。本当に充実した６日間を過ごせました。

鷹 巣 　 剛
( ２ － Ｃ )

　僕は、台湾に行って、学んだ
ことがたくさんありました。
　まずは、台湾についての歴史
等です。故宮博物院で台湾の歴
史をたくさん学ぶことができま
した。
　次に、敦化中との交流で学ん
だことは、言葉がなくても心が
あれば通じ合えるということで
す。最初は全く話せず苦労しま

した。ですが、ジェスチャー等を交えて共通語の
英語を使いながら、何とかコミュニケーションを
取ろうとした結果、最後に別れるときには、敦化
中生とたくさん話せるようになりました。この貴
重な体験をこれからに活かしたいです。

　私が台湾研修で学んだことは、
たくさんの人と繋がることの大
切さです。１日目は緊張してい
て、自分からはあまり話しかけ
られませんでしたが、敦化中生
が気軽に話しかけてくれ、自分
も気持ちを伝えてみようと思い
ました。自分から話しかけてみ
て気持ちを伝えることで、どん
どん仲良くなれてよかったです。

自分から気持ちを伝えることや、繋がる大切さを
知りました。あと、台湾の文化は日本の文化と全
く違うので、台湾についてたくさん知れたし、親
しみを持つことができました。学んだことをこれ
からの生活に活かしていきたいです。

　私が台湾研修で学んだことは、
人とのつながりが大切だという
ことです。研修の１日目は、緊
張していて「できるだけ上手に
話せるようにしよう」と思って
いました。しかし、２日目、３
日目の敦化中生との交流会では、
どれだけ上手に話せるかではな
く、どれだけ気持ちが伝わるか
ということが大切でした。私は

人と話す時に、伝わりやすく話そうとして考えて、
黙ってしまうことがあります。けれども、たくさ
ん話したほうが相手にも伝わりやすいということ
が分かりました。このことを、友達や外国の方と
話す際に、活かしていきたいと思います。

　今回、美浦少年のつばさを経
験し、学んだこと、今後に活か
したいことがいくつかあります。
　１つは、台湾の中学生と交流
をして思ったことです。初日、
緊張してあまり話せなかった自
分に、英語やジェスチャーで話
しかけてくれてとても心の支え
になりました。国は違っても言
葉が通じなくても一生懸命に接
してくれてとてもうれしかったです。また、台湾
の文化についても教えてくれてとても勉強になり
ました。
　これから、敦化中生を見習って、色々な人との
友情の輪を広げていきたいです。
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飯 田 　 千 尋
( ２ － Ｄ )

冨 田 　 有 芽
( ２ － Ｄ )

齊 藤 　 武 蔵
( ２ － Ｄ )

　私は、今回の敦化中生との交
流を通して、大切なのは言葉で
つながることではなく、心でつ
ながることなのだと思いました。
表情であったり、ジェスチャー
であったり、言葉以外のもので
も楽しく交流をすることができ
ました。それを実感したのは、
敦化中生と美浦中生が台湾の伝
統楽器を使って合同で演奏した
「きらきら星」です。言葉がほとんど通じない状況
の中で演奏の仕方を教えてもらいました。本番で
もいい演奏をすることができ、２つの国が重なっ
た瞬間だと思いました。改めて、心が伝わる大切
さを知ることができとてもいい経験になりました。

奥 野 　 智 元
( ２ － Ｄ )

　敦化中生との交流では、学ん
だことがたくさんありました。
１つ目は、言語の違いがあって
も人と人とはつながることがで
きるということです。台湾の楽
器を教えてもらったり、天燈を
一緒に上げたりすることで言葉
は通じなくても仲良くなること
ができました。２つ目は、たく
さんの人と関わることは自分を

高めることにつながるということです。この６日
間、人と関わることで、色々な考えを持った人が
いることやその考えを認めあう大切さを知ること
ができました。台湾で学んだことを言葉だけでは
なく、自分の行動で示していきたいと思います。

　僕は、台湾に行ってさまざま
なことを学びました。敦化中と
の交流では、最初はうまく会話
もできずに、無言の時間ができ
たりしたけど、だんだん打ち解
けてきて、言葉は伝わらないけ
ど、一緒に笑ったり、楽しんだ
りすることができてよかったで
す。仲良くなるのに、言葉はい
らないとわかりました。台湾の

文化で興味を持ったのは建物です。建物は、中国
風のものがとても多かったです。屋根の上の竜の
指の数で、地位等も決まっていると聞いてから、
指の数を数えたりするのが楽しかったです。台湾
の建物はとても派手で、格好よかったです。

　この少年のつばさでの台湾訪
問は、僕にとっていい刺激にな
りました。
　まず、敦化中生と学校を紹介
し合いました。僕たちの中学校
より何倍も大きく、生徒がたく
さんいました。部活は、美浦中
にはないユニークな部活もあり
ました。１日目は、敦化中生と
はあまりしゃべれずに終わって
しまったけど、交流２日目は、芸術センターで染
め物をして、終わった後は、敦化中生と一緒に行
動しました。バスの中ではトランプをして仲良く
なりました。もっと積極的に話していればより絆
を深められたと思います。
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　７１年前、原子爆弾が投下され、一瞬にして街が壊滅し尊い命が奪われました。資料館の展
示遺品が静かに、しかし、しっかりと戦争と原爆のすさまじさを伝えています。
　一瞬の閃光を受けて死亡した人の人影が付いた石段、ボロボロになった衣服等が、あの日
に生きていた人々の苦しみや悲しみを物語っているかのようでした。
　そして、今もなお後遺症で苦しんでいる人々。この恐ろしく悲惨な歴史を繰り返してはな
らないと、つくづく思い知らされました。今回は、このような機会を与えていただきありが
とうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　《美浦村議会議員　山崎　幸子》

　広島・長崎への原爆投下から７１年が経過する本年は、

原爆死没者が３０万人を超えた一方、５月２７日にバラク

・オバマ氏が現職アメリカ大統領として初めて広島を

訪れ、核兵器の廃絶を訴えるという歴史的な出来事に

世界が注目。非核への意識が高まりを見せています。

　村では、昭和６３年の「非核平和美浦村宣言」を機に、

平和記念式典への派遣を実施しており、今年も小学生

親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表、村議

会議員代表、教職員代表の計１１名が、広島市の原爆死

没者慰霊式並びに平和祈念式（広島平和記念式典）に

参列しました。また、今回は木原小学校の協力を得て、

小学生３名を対象とした事前学習会を実施。平和記念

資料館では、その予備知識をもって３人で熱心に展示

物等を見学している姿が印象的でした。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

　広島・長崎への原爆投下から７１年が経過する本年は、

原爆死没者が３０万人を超えた一方、５月２７日にバラク

・オバマ氏が現職アメリカ大統領として初めて広島を

訪れ、核兵器の廃絶を訴えるという歴史的な出来事に

世界が注目。非核への意識が高まりを見せています。

　村では、昭和６３年の「非核平和美浦村宣言」を機に、

平和記念式典への派遣を実施しており、今年も小学生

親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表、村議

会議員代表、教職員代表の計１１名が、広島市の原爆死

没者慰霊式並びに平和祈念式（広島平和記念式典）に

参列しました。また、今回は木原小学校の協力を得て、

小学生３名を対象とした事前学習会を実施。平和記念

資料館では、その予備知識をもって３人で熱心に展示

物等を見学している姿が印象的でした。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

　原爆の惨禍から７１年。原爆死没者が初めて３０万人を超え、今なお多くの人が後遺症に苦し
んでいます。平和記念資料館では、一瞬にして町を破壊し、多くの犠牲者を出した核兵器の
破壊力と凄惨さに背筋の凍る思いをしました。オバマ大統領が広島を訪れ被爆地への関心が
高まる中で挙行された平和記念式典。「被爆者の思いや言葉を伝え広めていくには若い力が
必要。命の尊さを語り伝えなければいけない。」という訴えが深く胸に残っています。
　安全で平和な世界を願わずにはいられません。このような貴重な機会を与えてくださった
ことに深く感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　《木原小学校校長　木内　敦子》

伝えよう平和の尊さを伝えよう平和の尊さを
核兵器なき世界の実現に向けて核兵器なき世界の実現に向けて

～広島平和記念式典に参列

原爆死没者慰霊碑原爆死没者慰霊碑折鶴奉納折鶴奉納 平和の鐘平和の鐘 平和記念資料館平和記念資料館
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　僕は、広島で戦争や平和についてたくさんの事を学び考えました。特に印象に残っている
のは被爆者体験講話で、現在９０歳の新宅さんが原爆投下直後の状況を語ってくれました。
　原爆の熱風で皮膚や肉がはぎとられ、人が人の姿でなくなっていく地獄のような光景だっ
たと聞き、原爆でどのように人が死んでいったのか。そして、生き残った人のつらい思いを
知ることができました。今、僕に出来ることは、未来に戦争のことを伝えることなので、こ
の体験を決して無駄にしないようにします。この世から核兵器を無くし、ずっとずっと平和
な世の中を願っています。　　　　　　　　　　　　　《木原小学校６年　石川　優太朗》

　「まさに地獄そのものだった」と、当時１９歳で被爆した新宅さんは言いました。平和記念資
料館には、思わず目を背けたくなるような遺品や写真等がたくさん展示されていて、写真か
らは苦しみの声が聞こえてくるようでした。一瞬にして１４万人もの命を奪い、多くの人の心
に傷を残したのは、たった一つの原子爆弾でした。今、世界に１万５千発を超える核兵器が
存在するそうです。この悲劇が二度と起こらないよう一日でも早く世界中から戦争が、核兵
器がなくなり、平和な世界になるよう願っています。今回、このような貴重な経験をさせて
いただきありがとうございました。　　　　　　　　　《大谷小学校保護者　岡村　博美》

　僕は、初めて広島に行きました。たった一つの原爆で、建物等は押しつぶされたり吹き飛
ばされたりしてなくなり、爆心地は３千度以上になって、人や建物が一瞬で燃えてなくなっ
たそうです。家の下敷きになったり、火傷で皮膚が溶けておばけのようになって死んだ人が
たくさんいました。そういう人の人形や、写真や、ぼろぼろになって血が付いたままの服等
をたくさん見ました。僕は戦争を知りません。でも、広島に行って原爆の恐ろしさが分かり、
こんな悲しいことがもう起こらないように、原爆や戦争が世界中からなくなればいいと思い
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《大谷小学校６年　岡村　雄大》

　米国が人類史上初めて戦争で核兵器を使った「あの日」から７１年の８月６日。私は初めて
広島平和記念式典に参列させていただきました。原爆ドームや平和記念資料館見学、被爆体
験講話、平和記念式典に参列し、自分の目と耳で被爆地を感じてきました。
　「あの日」から７１年がたった現在も、世界から核兵器が未だに廃絶されていないのが現状
です。唯一の戦争被爆国として世界に伝えねばならないことがあり、子ども達の未来を壊さ
ぬように、核廃絶のため、更なる行動が大切だと思いました。ヒロシマを忘れない。このよ
うな機会を頂けたことに深く感謝いたします。　　　　《安中小学校保護者　糸賀　尚紀》

　僕は、初めて広島に行き、被爆者体験講話、平和記念資料館で知って驚いたことは、一つ
の原子爆弾で約１４万人もの人が亡くなったことです。
　上空約６００メートルで爆発して、半径２キロメートル以内が破壊されました。温度は３千
度から４千度でした。想像のつかない熱さです。１キロメートル以内で放射線を浴びた人は、
ほとんど亡くなりました。放射線は恐ろしいものだと思いました。
　僕は、こんなに恐ろしい戦争を二度と起こさないように、このことを伝えていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《安中小学校６年　糸賀　稀吏》

　広島平和記念式典に参列する機会を頂きました。一発の原爆により一瞬にして１４万の命が
奪われ、今も後遺症に苦しむ方がたくさんいるということを知り、痛感いたしました。
　印象深かったのは、被爆者の体験講話です。『生きていて地獄を見た』原爆は、一瞬で地獄
をつくってしまうということです。講話を聞き、原爆の恐ろしさを知りました。
　依然として、この世界には広島・長崎に落とされた原子爆弾の威力をはるかに上回る核兵
器が、たくさん存在しています。この世界が少しでも平和に近付き、核兵器がなくなること
を願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　《美浦村区長会会長　根本　正則》

　平和記念式典に孫と参加し、戦争の凄惨さ、核兵器の恐ろしさ、平和の尊さについて一緒
に考えることができました。あの日から７１年、今年５月に初めてオバマ大統領が被爆地広島
訪問を果たした年でもあります。謝罪の言葉はなかったものの、多くの国民は好意的に受け
止めたと思います。平和宣言ではオバマ氏の演説のうち「核兵器を保有する国々は核兵器の
ない世界を追求する勇気を持たなければならない」と訴えました。戦争を知らない世代が多
い中、悲惨な過去を決して風化させることなく、語り継がなければならないと決意を新たに
しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《木原小学校保護者　石川　修》

非核平和美浦村宣言推進協議会　広島平和記念式典派遣事業
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

７
月
１０
日
、
フ
リ
ー
ダ
ム
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
が
日
立
市
民
運
動
公

園
に
て
「
茨
城
年
学
年
別
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会（
低
学
年
）」
に
出
場

し
ま
し
た
。
県
大
会
に
出
場
す
る

の
は
４
年
連
続
。
惜
し
く
も
２
次

リ
ー
グ
進
出
を
逃
し
ま
し
た
が
、

選
手
は
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
更
な
る

向
上
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
の
基
本
技
術
向
上

の
た
め
に
Ｊ
Ｆ
Ａ
技
術
委
員
会
が

開
発
し
た
「
め
ざ
せ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ス
タ
」
の
平
成
２７
年
度
茨
城
県
合

格
者
５７
名
の
う
ち
、
３７
名
が
フ
リ

ー
ダ
ム
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
う

圧
倒
的
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ
は
サ
ッ
カ
ー
好
き

の
仲
間
を
歓
迎
し
ま
す
。（
代
表
中
根
）

※
年
中
〜
小
学
校
４
年
生
ま
で

☎
０
９
０－

４
０
７
４－

７
７
９
９

美
浦
中
学
校
生
徒
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
！

美
浦
中
学
校
生
徒
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
！

　８月１０日、茨城県民文化センター（水戸市）にて
吹奏楽コンクール茨城県大会が開催され、大谷小
学校吹奏楽部が小学校の部で見事に金賞を受賞し、
９月１１日に栃木県総合文化センターで開催される
東関東大会に、茨城県の代表として出場すること
が決まりました。大谷小が県代表になるのは８年
ぶりの快挙で、今後の活躍に期待が高まります。

　

８
月
７
日
、
美
浦
中
学
校
３
年
生
２８
名
が
福

島
県
安
達
郡
大
玉
村
（
災
害
時
相
互
応
援
協
定

締
結
村
）
の
横
堀
平
団
地
自
治
会
を
訪
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
青
少
年
育
成
美
浦
村

民
会
議（
葉
梨
輝
夫
会
長
）主
催
の
青
少

年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
２６

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
猛
暑
の
中
で
の
活
動
と
な
り

ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に

自
治
会
敷
地
内
の
雑
草
の
除
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
み
ほ
絵
て
が
み

同
好
会『
彩
』」
が
心
を
込
め
て
制
作
し

た
絵
て
が
み
が
、
生
徒
代
表
の
堀
越
優

貴
さ
ん
か
ら
自
治
会
長
さ
ん
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
活
動
後
は
、
福
島
県
産
の

農
産
物
を
使
用
し
た
お
い
し
い
昼
食
を

い
た
だ
き
、
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み

等
の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
震
災
の
現
状
を
身
近
に
感
じ
、
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　８月５日、美浦村建設業協会（栗山秀樹会長）で
は、村役場庁舎脇の国道１２５号線バイパス陸橋付
近の草刈りを行いました。当日は厳しい暑さとな
った中で、同協会に所属している事業者から１４社
約３５名の方が参加され、バイパス進入路脇の急斜
面や陸橋付近の擁護壁の生垣等、除草作業が難し
い場所の雑草をきれいに刈り取ってくださいまし
た。大変お疲れさまでした。

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ

４
年
連
続
県
大
会

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ

４
年
連
続
県
大
会

美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア
美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア

大谷小吹奏楽部金賞受賞！
　８年ぶりに東関東大会へ
大谷小吹奏楽部金賞受賞！
　８年ぶりに東関東大会へ

介護保険

有酸素運動をしましょう

青背の魚を積極的に食べましょう

野菜や果物を食べましょう

人とふれあいましょう

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の
方やその家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であ
るオレンジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方
または団体は、役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎０２９－８８５－０３４０（内線１１３・１３５）まで
ご連絡ください。

認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）
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医療福祉制度

　７月２６日、村で初めて「美浦村子ども議会」が開
催され、美浦中学校２・３年生１５名が子ども議員
や議会事務局長となり、一般質問を行いました。
　本物の議場で、美浦村議会の特色であるタブレ
ット端末を利用し、堂々とした態度で議会に臨ん
だ生徒たち。議会終了後、「村のことを知るいい経
験になった」と目を輝かせていました。

◎茨城県中学校総合体育大会新体操の部（７月１２日）
　ジョイナスみほ所属の５人が江戸崎中学校新体
　操部として団体競技（ボール）に出場し初優勝。
　第４７回関東中学校新体操大会に出場決定。

◎茨城県ジュニア体操育成大会（７月１８日、２４日）
【ジョイナスみほ新体操クラブ】《敬称略》
・低学年団体徒手の部第４位　
・中学生ロープの部第３位　野口 咲彩
【ジョイナスみほ体操クラブ】《敬称略》
・初級優秀チーム賞　男、女
・中級団体総合第２位　男、女
・種目別ゆか第３位、鉄棒第３位　松本 涼生　
・種目別鉄棒第３位　神林 祐吏
・種目別平均台第１位、個人総合第３位　佐々木 暖心

村　長　賞　山王福寿会

議　長　賞　馬見山花の会

教 育 長 賞　上舟子老人会

区長会長賞　大須賀津神明クラブ

厚生文教委員長賞　牛込根本太陽クラブ

総務部長賞　フラワーガーデン大山

努　力　賞　茂呂田園都市センター、みほまごころ市、
　　　下舟子老人会、山内老人花の会、花見塚自治会

【コンクール結果】（順不同）

　老人クラブや地区など１９団体の参加を得て実施
された「第１７回美浦村花いっぱい運動コンクール」
の表彰式が７月２７日に行われました。
　各団体が手塩にかけて育てた花壇はどれも素晴
らしい出来栄えでしたが、厳正な審査の結果、以
下のとおり各賞が決定しました。
　なお、村長賞、議長賞受賞団体は、大好きいば
らき県民会議等主催の「第４４回花と緑の環境美化
コンクール」へ推薦されました。

　

７
月
２６
日
、
美
浦
村
女
性
行
政

推
進
協
議
会（
小
峯
久
美
子
会
長
）

は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
の
提
言
書
を
中
島
村
長

・
沼
﨑
村
議
会
議
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
内
の
幼
稚
園
・
保

育
所
に
通
う
幼
児
の
い
る
家
庭
１

８
１
世
帯
を
対
象
に
子
育
て
し
や

す
い
村
づ
く
り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
協

議
会
が
５
年
か
が
り
で
完
成
さ
せ

た「
美
浦
か
る
た
」
を
寄
贈
し
、
村

民
に
広
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
村
長
は
今
後

も
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て

優　勝：大山　　準優勝：土屋
最優秀選手　小山 直樹選手（大山）
優 秀 選 手　中川 慶治選手（土屋）

ジョイナスみほ好成績！ジョイナスみほ好成績！

美浦村子ども議会初開催！美浦村子ども議会初開催！花いっぱい運動コンクール花いっぱい運動コンクール

７/３１　光と風の丘公園野球場７/３１　光と風の丘公園野球場

第４３回地区対抗野球大会第４３回地区対抗野球大会
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　美浦幼稚園と大谷・木原
保育所は、平成２７年度から
スタートした「子ども・子
育て支援新制度」に移行し
ました。
　来年度の入園・入所手続
きでは、新制度に基づいて
申請後に「認定」されるこ
とが必要です。
　認定には、教育を希望する教育認定（１号）と、保護者の就労により保育を
希望する保育認定（２号・３号）の２つの区分があります。
　ここでは、来年度の村立の幼稚園と保育所の保育内容と入園・入所について
ご案内します。来年度入園・入所対象児のいる保護者様は、ご家庭の状況や教
育方針等から、幼稚園・保育所のご利用またはご家庭での保育等、お子さまに
とってよりよい保育を選択してください。

幼
稚
園
・
保
育
所
入
所
案
内

幼
稚
園
・
保
育
所
入
所
案
内

幼
稚
園
・
保
育
所
入
所
案
内

平
成
２９
年
度

平
成
２９
年
度

◇申請方法　美浦幼稚園で随時配布している入園申請書に必要事項をご記入の
　うえ、受付期間内に美浦幼稚園へ直接お持ちください。郵送による申し込み
　は受け付けできません。
＊３歳児対象世帯には、９月上旬に入園案内と入園申請書をお送りします。

◇申請受付　１０月１２日（水）～２１日（金）＊土・日曜日を除きます。

◇受付時間　午前８時３０分～午後４時３０分

《入園の決定方法》

▼３歳児　申し込みが定員を超えた場合は、抽選を行います。抽選を行う場合
　の日時や抽選方法等については、美浦幼稚園から後日お知らせします。

▼４・５歳児　申し込みは、定員になり次第受付を締め切らせていただきます。
＊申し込みが定員に満たない場合は、受付期間終了後も随時申請を受け付けて
　いますので、美浦幼稚園にお問い合わせください。

※受付期間中の午前１０時～正午は、保育の様子を見学することができます。

　教育委員会学校教育課子ども育成室（村役場庁舎２階）において、１０月５日

（水）から申請書および入所を希望する乳幼児の家庭状況に応じた各種証明用紙

をお渡しします。用紙を受け取る際には、ご家庭およびお子さまの状況が分か

る方がご来庁ください。

　なお、入所申請の受付日程や場所等、詳細については広報みほ１０月号でお知

らせします。

□美浦幼稚園の入園手続き　美浦幼稚園（大谷１０５９）☎０２９－８８５－４３３４

□木原・大谷保育所の入所手続き　村教育委員会学校教育課子ども育成室（村
　役場庁舎２階）☎０２９－８８５－０３４０（内線）２３２

申　込　方　法

お問い合せ先

美浦幼稚園

大谷・木原保育所

広報みほ　平成２８年９月号広報みほ　平成２８年９月号1111

《入所対象児》
　入園・入所申し込みをする児童の保護者が次のいずれかに該当する場合をいいます。

　 ▼月に６０時間を超える就労　 ▼育児休暇取得時にすでに保育を利用している子がいて継続利用が必要　

　 ▼妊娠・出産　 ▼保護者の疾病・障害　 ▼同居親族等の介護・看護　 ▼虐待・ＤＶのおそれがある　

　 ▼就学 　 ▼災害復旧　 ▼その他、前各号に類している状態として村が認める場合

《定　員》　大谷保育所…１２０名　木原保育所…８０名

《保育日数》　約２９０日（休日…日曜日、祝祭日、年末年始）

《目標と特色》
　「がんばる子・元気よく遊べる子」を子ども像に掲げ、素直でのびのびとした豊かな感性、溢れる意欲と
　体力、仲間を思いやる心を育てながら、基本的な生活習慣を身につけ望ましい人間形成を目指します。

《保育時間および保育内容》※土曜日は希望保育（８：００～１７：３０）
　７：３０　～　早朝保育　　　　　　　　　　　　　　　　１１：３０　～　昼食
　８：３０　～　登所、保育　　　　　　　　　　　　　　　１３：００　～　昼寝
　　　　　　　＊健康・環境・言葉・人間関係・表現　　　１５：００　～　おやつ
　　　　　　　　について、いろいろな活動を通し、　　　１６：００　　　降所
　　　　　　　　年齢別に総合的に指導していきます。　　１８：３０まで夕方保育

《給　食》　 ▼３歳児以上…副食のみ（主食は持参）、おやつ　 ▼３歳児未満…完全給食

《保育料》
・児童の父母の住民税所得割額を合算した額により決定します。祖父母等と同居している場合は、祖父母
　等の住民税所得割額を合算する場合があります。
・同利用者負担額の階層区分により、兄弟姉妹がいる場合やひとり親等の世帯に該当する場合は、市町村
　民税課税額によって段階的に軽減措置があります。詳しくは村ホームページをご覧ください。

《入所対象児》　村内在住で入園を希望する幼児

《定　員》
・３歳児（Ｈ２５.４.２～Ｈ２６.４.１生まれ）定員６０名（３クラス)　募集人数６０名
・４歳児（Ｈ２４.４.２～Ｈ２５.４.１生まれ）定員７０名（３クラス)　募集人数１７名
・５歳児（Ｈ２３.４.２～Ｈ２４.４.１生まれ）定員７０名（２クラス)　募集人数１９名
＊３歳児は定員を超えた場合は抽選となり、４・５歳児は定員になり次第締切となります。

《保育日数》　約２００日（休日…土・日曜日、祝祭日、夏季・冬季・春季休業日、創立記念日）

《目標と特色》
　一人ひとりを大切にし、社会力や基本的な生活習慣の定着を図ると共に、自然との触れ合いを増進する
　ことでより良い感性を育成していきます。特に、挨拶の励行、集団行動のあり方、体力の育成、言葉・
　文字への親しみの育成、想像性・創造性の育成を目指します。また、社会力のある園児の育成ができる
　よう、家庭や地域との連携を深め、ＰＴＡサークル活動や家庭教育学級を通して積極的に保護者の参加
　を促すことにより、開かれた園を目指します。

《保育時間および保育内容》
　７：３０　～　預かり保育（希望者のみ実施）　　　　　　１２：００　～　昼食
　８：３０　～　登園、保育　　　　　　　　　　　　　　　１４：００　　　降園
　　　　　　　＊健康・環境・言葉・人間関係・表現　　　１８：００まで預かり保育（希望者のみ実施）
　　　　　　　　について、いろいろな活動を通し、　　
　　　　　　　　年齢別に総合的に指導していきます。　　

《給　食》　水・木・金曜日給食（月・火曜日は弁当持参）　年額 ４４，０００円

《保育料》
・幼児の父母の住民税所得割額を合算した額により決定します。祖父母等と同居している場合は、祖父母
　等の住民税所得割額を合算する場合があります。
・同利用者負担額の階層区分により、兄弟姉妹がいる場合やひとり親等の世帯に該当する場合は、市町村
　民税課税額によって段階的に軽減措置があります。詳しくは村ホームページをご覧ください。

美　 浦　 幼　 稚　 園

大  谷  保  育  所  ・  木  原  保  育  所

〔 平成２８年８月現在 〕

〔 平成２８年８月現在 〕
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る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
勧
誘
を
さ

れ
て
も
詳
し
い
説
明
を
求
め
、
納

得
で
き
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

小
江
戸
川
越
で
食
文
化
を
、
明

治
製
菓
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

工
場
見
学
で
食
の
安
心
安
全
を
学

ぼ
う
！

◇
日
時　

９
月
２９
日（
木
）

◇
集
合　

午
前
８
時
３０
分
、
役
場

駐
車
場

◇
参
加
費　

１
２
０
０
円
（
高
速

道
路
・
駐
車
料
金
）

＊
昼
食
は
小
江
戸
川
越
に
て
各
自

◇
募
集
人
数　

２０
名

◇
申
込　

９
月
１６
日（
金
）ま
で
に

村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

美
浦
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

消
費
者
美
浦
や
ま
ゆ
り
会
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
地
元
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
食
の
安
心
安
全
調

理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
味
噌
づ
く
り
・
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
・
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
等
も
企

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
広
報
を

ご
覧
に
な
り
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

悪
質
商
法
や
ニ
セ
電
話
詐
欺
に

よ
る
高
齢
者
の
被
害
が
依
然
と
し

て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

関
東
甲
信
越
地
区
の
都
県
な
ら

び
に
政
令
指
定
都
市
等
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
年
も
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
美
浦
村
で
は
、
敬
老
会
で
消

費
者
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
際
は
す
ぐ
に
ご
家
族
そ
し
て

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
ご
家
族

や
近
所
の
高
齢
者
の
方
に
も
知
ら

せ
る
等
、
広
く
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

店
頭
等
で
勧
誘
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

実
は
、
希
望
し
て
い
な
い
ク
レ
ジ

ッ
ト
機
能
が
つ
い
て
い
る
カ
ー
ド

だ
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
、
特
典
が
優
遇
さ

れ
る
反
面
、
年
会
費
が
発
生
し
た

り
、
決
済
機
能
が
あ
る
た
め
保
管

等
に
注
意
が
必
要
に
な
っ
た
り
す

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

　

家
電
量
販
店
で
買
い
物
を

し
た
際
に
、「
特
典
が
付
く
か

ら
」
等
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
作
る
よ
う
熱
心
に
勧
め
ら

れ
た
。
高
齢
な
の
で
申
込
書

に
記
入
す
る
の
が
難
し
い
と

断
っ
た
が
、
店
員
に
「
代
わ

り
に
記
入
す
る
」
と
言
わ
れ
、

断
り
き
れ
ず
に
申
し
込
ん
だ
。

数
日
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

か
ら
電
話
が
あ
り
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
が
付
い
た

も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。
先
日

は
年
会
費
の
請
求
書
も
届
い

た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

い
ら
な
い
。
解
約
し
た
い
。

　

（
当
事
者

：

８０
歳
代
女
性
）

《
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
予
兆
電

　

話
に
気
を
付
け
て
！
》

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
も
り
が

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　
　

申
し
込
み
に
…

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
も
り
が

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　
　

申
し
込
み
に
…

食
の
安
心
安
全
研
修

食
の
安
心
安
全
研
修

こ
ん
な
電
話
が

　
　

か
か
っ
て
く
る
か
も
？

こ
ん
な
電
話
が

　
　

か
か
っ
て
く
る
か
も
？

高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
・

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
・

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

本
日
午
前
１０
時
過
ぎ
に
、

龍
ヶ
崎
市
内
の
高
齢
者
の
ご

家
庭
に
、
東
京
の
裁
判
所
職

員
を
騙
っ
た
ニ
セ
電
話
詐
欺

の
予
兆
電
話
が
複
数
か
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

電
話
の
内
容
は
「
あ
な
た

宛
て
に
損
害
賠
償
が
起
訴
さ

れ
ま
し
た
」
と
い
う
も
の
や

「
あ
な
た
の
ご
主
人
に
出
廷

命
令
通
知
書
が
送
付
さ
れ
る

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

現
時
点
で
は
ま
だ
金
銭
の

話
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

金
銭
の
要
求
に
発
展
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

（
ひ
ば
り
く
ん
防
犯
メ
ー
ル

　

よ
り
抜
粋
）

　

稲
敷
警
察
署

☎
０
２
９－

８
９
３－

０
１
１
０

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
９－

３
０
１－

０
０
７
４

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が不在の
　場合がありますので、電話でご確認ください）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

み　

ほ　

文　

芸

生活環境

《有料で自宅へ回収にまいります》
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ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
つ
も
り
が

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　
　

申
し
込
み
に
…

食
の
安
心
安
全
研
修

こ
ん
な
電
話
が

　
　

か
か
っ
て
く
る
か
も
？

高
齢
者
向
け
悪
質
商
法
・

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

八
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
潮
・
騒｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

酔
っ
て
騒
い
で
馬
鹿
や
る
度
に
妻
の
冷
た
い
目
が
浮
か
ぶ　
　
　
　

高
橋
一
歩

熱
い
声
援
心
が
騒
ぐ
今
日
も
眠
れ
ぬ
リ
オ
五
輪　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

ス
マ
ホ
見
つ
め
て
黙
々
歩
く
世
界
騒
然
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ　
　
　
　
　

関
根
秀
子

胸
を
弾
ま
せ
「
潮
騒
」
読
ん
だ
戻
る
術
な
い
遠
い
日
　々
　
　
　
　

田
島
草
実

潮
の
満
ち
引
き
不
思
議
な
力
誰
も
止
め
れ
ぬ
自
然
界　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

潮
の
流
れ
を
引
き
寄
せ
つ
か
め
綱
は
す
ぐ
そ
こ
稀
勢
の
里　
　
　
　

山
口
壱
路

青
い
海
原
潮
騒
聴
い
て
一
人
佇
む
朝
の
浜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

中
身
薄
れ
た
分
立
党
派
騒
ぐ
政
治
の
暑
い
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

袖
を
ま
く
れ
ば
強
そ
な
腕
が
た
ぎ
る
血
潮
の
献
血
車　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

昔
地
域
の
親
子
で
行
っ
た
夏
の
思
い
出
潮
干
狩
り　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

テ
ニ
ス
体
操
メ
ダ
ル
を
狙
う
話
題
騒
然
リ
オ
五
輪　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
母
の
夜
更
け
不
安
な
胸
騒
ぎ　
　
　

長
谷
川
悦
子

試
験
終
わ
っ
て
明
日
か
ら
休
み
騒
ぐ
教
室
夏
模
様　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

飲
ん
で
騒
い
で
子
供
に
か
え
り
今
じ
ゃ
思
い
出
夏
ま
つ
り　
　
　

小
薗
江
久
美

伊
豆
の
湯
の
宿
潮
騒
耳
に
調
べ
奏
で
る
夢
心
地　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

土
器
の
レ
プ
リ
カ
作
者
の
愛
に
心
打
た
れ
て
騒
ぐ
胸　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

潮
路
遥
か
に
尋
ね
て
来
た
ら
あ
の
娘
嬰
子
を
抱
い
て
い
た　
　
　

武
田
か
ず
お

選
挙
騒
動
張
本
人
の
セ
コ
イ
前
知
事
雲
隠
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

　
日
の
匂
ひ
纏
う
て
く
ぐ
る
青
簾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

千
代
の
富
士
の
眼
光
胸
に
は
た
た
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

夕
暮
れ
の
山
鳥
の
声
秋
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

七
夕
や
夢
を
叶
え
て
宇
宙
へ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

老
ホ
ー
ム
今
日
は
笑
顔
の
夏
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

輪
つ
な
ぎ
に
夢
つ
む
ぎ
た
る
笹
飾
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

語
ら
ひ
が
老
い
の
極
楽
暑
気
払
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

炎
天
下
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
に
操
ら
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

返
り
花
老
の
心
に
希
望
湧
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

新
涼
や
語
る
術
な
く
夕
厨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

夢
新
た
ソ
ユ
ー
ズ
渡
る
天
の
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

湖
風
が
静
か
に
揺
ら
す
稲
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

ま

と

あ
お
す
だ
れ

す

べ

し
ん
り
ょ
う

う
み
か
ぜ

ゆ
う
く
り
や

し

お

じ

や

や

こ

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸
す

べ

　各家庭で出た粗大ごみ（事業系ごみ、産廃等は除く）を収集します。

　搬出できる粗大ごみの種類等、詳細については９月配付の回覧をご覧いただくか、役場生活環境

課までお問い合わせください。

◇収集日時　９月２５日（日）、１０月２日（日）　両日とも午前８時３０分～正午、午後１時～３時

◇収集場所　美浦水処理センター（美浦村興津９６９）

＊会場へ入るときは、一部規制を行います。係員の指示に従ってください。

　粗大ごみを運搬する手段が無くてお困りの場合は、有料で自宅まで収集に伺います。その際に、

解体作業が必要な場合は、別途料金がかかります。自宅収集は事前申し込みとなります。

　 ▼回収期間　９月２６日（月）～３０日（金）

　 ▼料金内訳　運搬費４，０００円　解体作業費：粗大ごみ一つにつき３，０００円

　 ▼申込・問合せ　美浦村シルバー人材センター☎８８６－０００７

　今回の収集日以外でも、江戸崎地方衛生土木組合（稲敷市高田４２４）では年間を通して粗大ごみ

を持ち込むことが可能（１００ｋｇまで無料）です。是非ご利用ください。

９月２５日（日）・１０月２日（日）に

粗大ごみを収集します

生活環境生活環境

お問合せ
生活環境課
☎０２９－８８５－０３４０
（内）２１４・２１５

《有料で自宅へ回収にまいります》《有料で自宅へ回収にまいります》

□お問い合せ　江戸崎地方衛生土木組合（稲敷市高田４２４）　☎０２９－８９２－２８４１
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昭和５６年５月以前までに建築工事を着工した建
物に適用された耐震基準です。
　これは、中地震（Ｍ５～７）を想定しており、
震度５強程度の揺れでも倒壊せず、破損したと
しても補修することで生活が可能な耐震基準で
す。
※巨大地震については考慮されていません。

昭和５６年６月以降に着工した建物に適用されて
いる耐震基準で、巨大地震（Ｍ８以上）を想定
しています。震度６強～７程度の揺れでも倒壊
しないような耐震基準です。

※建物が老朽化していたり震源地からの距離が

　極端に近い場合等では、新耐震基準を満たし
　た建物でも倒壊する可能性は十分あります。

　旧耐震基準で建てられた建築物は、耐震性が不足している可能性があります。また、東日本大震災等に
よって耐震性が低下している可能性があります。まずは、お住まいの耐震性を把握する事が大切です。

▼申込方法　木造住宅耐震診断士による耐震診断をご希望の方は、申請書（役場都市建設課窓口または村
ホームページに掲載）に必要事項を記入の上、役場都市建設課までご提出ください。

▼対象住宅　①　昭和５６年５月３１日以前に着工されたもの、②　一戸建ての木造住宅または店舗等併用住宅
　（住宅部分の床面積が全床面積の２分の１以上のもの）で、どちらも延べ床面積３０㎡以上のもの

▼診断費用　一戸当たり２，０００円※個人負担分

▼申込期限　平成２８年９月３０日（金）※診断の実施時期は平成２８年１１月頃に開始する予定です。

▼申込・問合せ　役場都市建設課☎０２９－８８５－０３４０内線２２２・２２３

昭和５６年５月までに着工した木造住宅への

耐震診断支援制度
 今年度の申し込みは9月末日まで

 昭和５６年５月までの建物と６月以降の建物では基準の内容が違います 昭和５６年５月までの建物と６月以降の建物では基準の内容が違います耐震基準耐震基準

皆様のお住まいと生命を守るため、「耐震診断士」を派遣します皆様のお住まいと生命を守るため、「耐震診断士」を派遣します

耐震診断耐震診断
支援制度支援制度
お問合せ

都市建設課

☎０２９－８８５－０３４０

　（内）２２２・２２３

▼

８
月
３
日
、
ト
レ
セ
ン

　

夏
ま
つ
り
会
場
に
て
。

□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部
　　　　　　　　　☎８８５－２２５０

・９月１５日　県南地区連絡協議会　講演会
・１０月１６日　陸平縄文ムラまつり

《９月・１０月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより

旧耐震基準 新耐震基準
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幼
稚
園
・
保
育
所
入
所
案
内

幼
稚
園
・
保
育
所
入
所
案
内

平
成
２９
年
度

「
福
島
の
子
供
た
ち
か
ら

　

学
び
、
応
援
す
る
会
」

　

に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

小
峯 

久
美
子

《
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
７
校
の
学

　

校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会
》

　

私
た
ち
協
議
会
で
は
、
８
月
５

日（
金
）に
「
福
島
の
子
供
た
ち
か

ら
学
び
、
応
援
す
る
会
」
の
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
「
福
島
で
結
ん
だ
絆

は
な
さ
ず
に 

あ
り
が
と
う
を
全

国
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た

第
６４
回
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ

ブ
研
究
発
表
会
の
大
会
２
日
目
に

参
加
し
、
そ
の
発
表
内
容
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

　

事
前
に
「
高
校
生
が
地
域
と
関

わ
っ
た
活
動
」
と
の
説
明
を
受
け

て
い
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
高
校

生
が
地
域
に
か
か
わ
り
、
学
校
に

よ
っ
て
は
３
年
か
ら
５
年
の
ス
タ

ン
ス
で
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域

予
選
を
経
て
決
勝
大
会
に
臨
ん
だ

と
い
う
事
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
発

表
内
容
は
ど
れ
も
想
像
を
超
え
て

い
る
も
の
で
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
校
で
は
、
状
況

調
査
（
学
校
や
市
の
備
蓄
、
東
日

本
震
災
で
の
千
葉
県
の
被
害
）、学

習
（
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
応
援

救
護
）、他
校
の
生
徒
と
の
意
見
交

換
、
被
災
体
験
合
宿
を
行
っ
た
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
っ
て
地
元
の
千
葉
県
館
山
市

民
に
広
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
発
表
校
も
す
べ
て

が
地
域
と
関
わ
っ
た
課
題
で
あ
り
、

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち
と

「
つ
な
が
り
」が
で
き
て
い
く
過
程

で
生
徒
た
ち
が
成
長
し
、
成
果
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

《
展
示
》

　

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
、

各
学
校
の
活
動
が
展
示
し
て
あ
り
、

高
校
３
年
生
２
名
が
「
南
会
津
郷

土
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」「
高
校
生
が

伝
え
る
ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
」

と
い
う
高
校
生
の
復
興
に
向
け
て

の
活
動
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
食
べ
る
通
信
（
こ
う

ふ
く
通
信
）
は
福
島
の
高
校
生
が

発
信
す
る
食
材
付
き
の
情
報
誌
で
、

定
期
購
読
で
年
４
回
福
島
の
生
産

者
の
想
い
を
旬
の
農
作
物
付
き
で

届
け
て
お
り
、
高
校
生
で
構
成
さ

れ
た
編
集
部
に
よ
る
取
材
や
原
稿

執
筆
等
、
誌
の
発
行
を
通
し
た
事

業
実
践
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

《
フ
ラ
ダ
ン
ス
》

　

フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
で
昨
年

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
高
校
を
含

む
３
校
が
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
フ
ラ
や
躍
動
的
タ
ヒ

チ
ア
ン
以
外
に
も
、
中
島
み
ゆ
き

の「
糸
」や
「
ふ
る
さ
と
」
の
曲
に

合
わ
せ
て
踊
ら
れ
、
絆
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
や
ふ
る
さ
と
へ
の
心

情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

《
留
学
生
の
報
告
》

　

２
名
の
生
徒
が
、
留
学
を
通
し

て
文
化
の
違
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
乗
り
越
え
て
き
た
自
信
あ
ふ

れ
た
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
１
人
は
、
土
浦
第

二
高
等
学
校
の
生
徒
で
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の「
生
き
る
力
」の

育
成
、「
男
女
が
協
力
し
て
主
体
的

に
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
す

る
能
力
と
実
践
的
な
態
度
を
育
て

る
こ
と
」
は
、
私
た
ち
協
議
会
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
課

題
解
決
を
通
し
て
「
み
ん
な
の
幸

せ
」
を
追
い
求
め
る
第
一
歩
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

□お問合せ　役場企画財政課
　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８
□お問合せ　役場企画財政課
　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

□問合せ　自衛隊茨城地方協力本部
　龍ヶ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後
　３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１
＊自衛隊茨城地方協力本部ホームペ
　ージにも募集情報を掲載していま
　す。（http://www.mod.go.jp/pco/ib
　araki/）

【募集共通事項】受付期間：９月５日～９月３０日（締切日必着）※試験場所は各人に通知します。

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１１月５日・６日
２次：１２月６日から１１日のうち指定された日

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１０月２９日・３０日
２次：１２月１４日から１６日のうち指定された日

左記以外にも自衛官候補生（男子）は
年間を通じて募集しています。その
他、急遽募集内容等が変更になる場
合があります。詳細については下記
の事務所までお問合せください。

自衛官等募集案内自衛官等募集案内自衛官等募集案内

◎防衛医科大学校医学科学生◎防衛医科大学校医学科学生◎防衛医科大学校医学科学生

受験資格 高卒（見込み含む）の資格を有する２１歳未満の者

試験期日
１次：１０月１５日
２次：１１月２６日から２７日のうち指定された日

◎防衛医科大学校看護学科学生◎防衛医科大学校看護学科学生◎防衛医科大学校看護学科学生

◎防衛大学校学生（一般）前期◎防衛大学校学生（一般）前期◎防衛大学校学生（一般）前期
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　１０月１日より、茨城県と美浦村が共同で運営している小児（中学３年生までのお子様）および妊産婦の方
を対象とした医療福祉制度（マル福）の所得制限が緩和されます。これに伴い、１０月１日時点で有効の黄色
またはピンク色の医療福祉費受給者証をお持ちの方（旧所得制限額ではマル福非該当となっていた方）の所
得を再判定します。
　判定の結果、該当となった方には１０月から使える新しいマル福の受給者証を９月下旬頃にお送りします
ので、使い方等をご確認のうえご利用ください。

　県内の医療機関窓口で「健康保険証」と「医療福祉費受給者証」を提示すると、自己負担金が次のよう
になります。

《マル福自己負担金》
【外来】医療機関ごとに、１日６００円を限度に月２回（３回目以降は自己負担なし）
【入院】医療機関ごとに、１日３００円を限度に月３０００円まで
【調剤】自己負担なし

《医療福祉費・マル福自己負担金の支給申請方法》
　医療機関等を受診した日の翌月以降に、領収書（原本）・診療明細書または調剤明細書・印鑑・振込先の
口座が分かるもの・高額療養費等の対象になる場合はその支給決定通知書を、役場国保年金課窓口までお
持ちください。後日、口座振込により医療費を助成します。

・中学生の受給者証は入院時のみ使用できます。
・中学生の外来診療分、マル福の受給者証が使えない県外医療機関受診分の助成については、一般の方と
　同様に保険証のみで医療機関を受診し、その領収書を添えて下記の「医療福祉費・マル福自己負担金の
　支給申請方法」のとおり申請してください。
・妊産婦の受給者証は原則として産科・産婦人科でのみ使用できます。
・保険適用外の料金、食事・生活療養費、学校でのケガ等でかかった医療費（一部除外有り）は、助成の
　対象外です。
・中学３年生までのお子様については、マル福自己負担金分も助成しています。詳細は下記の「医療福祉
　費・マル福自己負担金の支給申請方法」をご覧ください。

～平成２８年１０月から小児・妊産婦の方を対象としたマル福の所得制限が緩和されます～

　小児の父母、妊産婦本人とその配偶者の所得制限額が、次のとおり改正されます。

※上表の所得制限額は、医療福祉制度における８万円の定額控除が加算された額です。また、扶養親族に
　老人控除対象配偶者または老人扶養親族が含まれていない場合の額となっています。

医療福祉制度医療福祉制度

お問合せ

国保年金課医療福祉担当

☎０２９－８８５－０３４０

　（内）１１６

◇受給者証の使用上の留意点

黄色・ピンク色の
医療福祉費受給者証を
　　　　お持ちの方へ

所得制限額

１人 ２人 ３人 ４人 ５人０人扶養親族数

１０月１日からの所得制限額

９月３０日までの所得制限額 ５５１万円５２１万円４９１万円４６１万円４３１万円４０１万円

８２０万円７８２万円７４４万円７０６万円６６８万円６３０万円

＊扶養親族１人につき３０万円（老人控除対象配偶者または老人扶養親族は１人につき３６万円）加算。

＊扶養親族１人につき３８万円（老人控除対象配偶者または老人扶養親族は１人につき４４万円）加算。

マル福の受給者証の使い方

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て

ジョイナスみほ好成績！

美浦村子ども議会初開催！花いっぱい運動コンクール

７/３１　光と風の丘公園野球場

第４３回地区対抗野球大会



81717 広報みほ　平成２８年９月号広報みほ　平成２８年９月号 広報みほ　平成２８年９月号

美
浦
中
学
校
生
徒
が
福
島
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
！

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ

４
年
連
続
県
大
会

美浦村建設業協会で
　　　　　　草刈りボランティア

大谷小吹奏楽部金賞受賞！
　８年ぶりに東関東大会へ

介護保介護保険

お問合せ
福祉介護課介護保険係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１３・１３２・１３５

□申込・問合せ　地域包括支援センター（役場福祉介護課内）☎０２９－８８５－０３４０（内）１１３・１３５

認知症は早期発見と

  早期治療が大切です

認知症は早期発見と

  早期治療が大切です

～９月は「茨城県認知症を知る月間」です～

　認知症は、老化現象ではなく誰にでも起こりうる脳の病気です。大きな原因は「脳細胞の減少」「脳機能
の低下」です。

同じことを何度も話したり、同じものを
何度も買ってくるようになった。

記　憶

今までできていたことができなくなった。
慣れた道具の使い方がわからなくなった。

実　行

なんとなく元気がなかったり、興味や関
心を示さなくなった。

意　欲

ウォーキングやサイクリング等の有酸素
運動を行うと脳の血流が増し、脳の血管
の老化を遅らせます。

有酸素運動をしましょう有酸素運動をしましょう

サバ、イワシ、アジ等に多く含まれてい
る不飽和脂肪酸には、脳の神経伝達と血
流をよくする働きがあります。

青背の魚を積極的に食べましょう青背の魚を積極的に食べましょう

野菜や果物に含まれるビタミンＣ、Ｅ、
βカロチンの抗酸化作用が認知症に効果
があると考えられています。

野菜や果物を食べましょう野菜や果物を食べましょう

色々な人と話したり活動をともにしたり
するだけで記憶力、計画力などを鍛えて
くれます。

人とふれあいましょう人とふれあいましょう

些細なことで怒ったり、不安を抱くよう
になった。

不　安

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の
方やその家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であ
るオレンジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方
または団体は、役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎０２９－８８５－０３４０（内線１１３・１３５）まで
ご連絡ください。

　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の
方やその家族を温かく見守る応援者です。受講料は無料で、修了者には認知症サポーターの目印であ
るオレンジリングをお渡しします。また、ご希望の会場で講座を行いますので、受講を希望される方
または団体は、役場福祉介護課内の地域包括支援センター☎０２９－８８５－０３４０（内線１１３・１３５）まで
ご連絡ください。

認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）認知症サポーター養成講座（出前講座を行っています）◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
や

ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
村
で

は
高
齢
者
と
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

１０
月
１
日（
土
）〜
平
成
２９
年
１

　

月
３１
日（
火
）ま
で

　

お
子
さ
ん
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
任
意
で
す
。
効
果
・

副
反
応
を
よ
く
理
解
し
、
保
護
者

の
判
断
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

村
内
在
住
の
生
後
６

　

カ
月
〜
中
学
３
年
生
ま
で
の
方

◇
助
成
額

・
生
後
６
カ
月
〜
１３
歳
未
満
の
方

　

…
１
回
１
０
０
０
円（
２
回
ま
で
）

・
１３
歳
以
上
中
学
３
年
生
ま
で
の

　

方
…
１
回
の
み
１
０
０
０
円

◇
接
種
方
法

▼
村
の
協
力
医
療
機
関
で
接
種

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
を
受

　

け
取
り
、
医
療
機
関
に
電
話
予

　

約
の
う
え
、
予
診
票
と
母
子
手

　

帳
を
持
参
し
て
接
種
を
受
け
ま

　

す
。
接
種
料
金
が
助
成
額
を
超

　

え
る
場
合
は
、
助
成
額
と
の
差

　

額
分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
予
診
票
は
９
月
２３
日
か
ら
交
付

　

を
開
始
し
ま
す
。

▼
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種　

　

予
防
接
種
を
受
け
、
接
種
費
用

　

の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
村
に

　

助
成
額
の
払
い
戻
し
の
申
請
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
は

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

　

だ
く
か
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

６５
歳
以
上
の
方
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
接
種
で
す
。
対
象

者
に
は
、
９
月
下
旬
頃
に
個
別
に

通
知
し
ま
す
。
接
種
に
関
す
る
詳

細
は
、
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
１１
月
、
１２
月
、
来
年
１
月
に
満

　

６５
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
誕
生

　

月
の
初
旬
に
通
知
し
ま
す
。

◇
対
象
者　

次
の
う
ち
予
防
接
種

　

を
希
望
す
る
村
内
在
住
の
方

・
満
６５
歳
以
上
の
方

・
６０
歳
〜
６５
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

　

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　

免
疫
の
機
能
障
が
い
（
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
）
を
有
す
る
方

◇
助
成
額　

接
種
回
数
１
回
の
み

　

２
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

＊
２
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ

　

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

定
期
接
種
と
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
予
防
接
種
で
、
接
種
費

用
は
村
が
負
担
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に
は
個

別
に
通
知
し
ま
す
。
接
種
方
法
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
詳
細
は
通
知

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

平
成
２８
年
４
月
１
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
１
歳
未
満
の
方

◇
接
種
回
数　

１
歳
の
誕
生
日
の

　

前
日
ま
で
に
３
回

※
お
子
さ
ん
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
は
、

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種
費
用
の

　

一
部
を
助
成
し
ま
す

１０
月
１
日
か
ら

　

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が

　
　

定
期
接
種
に
な
り
ま
す

１０
月
１
日
か
ら

　

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が

　
　

定
期
接
種
に
な
り
ま
す

◇
助
成
の
対
象
と
な
る
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
期
間

休 日 当 番 医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

《１０月の乳幼児健診》
・４カ月児健診　１０月３日（月）
　対象：平成２８年６月生

・１歳６か月児健診　１０月２４日（月）
　対象：平成２７年２月～３月生

・２歳児歯科健診　１０月２５日（火）
　対象：平成２６年８月～９月生

【受付時間】

午後１時３０分
　　　～２時

９　
　
　

月

１０　

月

☎８８７‐０３１０

☎０２９９‐７８‐３７７０

☎８８７‐３５１１

☎８３４‐５７７７

☎８３０‐５１５１

☎８９２‐７０１１

☎８７５‐５３０３

☎８７５‐５１００

湯 原 病 院

古 橋 医 院

阿見第一クリニック

江戸崎ひかりクリニック

あべ整形外科

いわき内科クリニック

まつばらウィメンズクリニック

佐倉クリニック

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

１８日

㈰

２５日

㈰

１９日

㈪

☎８４３‐３３０１

☎８９４‐２００２

☎８８５‐２３５８

☎８９４‐２６１１

☎８６９‐４８２０

☎８９２‐２６２７

市川ファミリークリニック

ゆはらクリニック

なるしま内科医院

坂本耳鼻咽喉科医院

はたかわ医院

江 戸 崎 病 院

阿見

稲敷

美浦

稲敷

阿見

稲敷

２日

㈰

９日

㈰

１０日

㈪

２２日

㈭

中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

６５
歳
以
上
の
方

６５
歳
以
上
の
方

健やかづくり健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ
健康増進課
☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life
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　広島・長崎への原爆投下から７１年が経過する本年は、

原爆死没者が３０万人を超えた一方、５月２７日にバラク

・オバマ氏が現職アメリカ大統領として初めて広島を

訪れ、核兵器の廃絶を訴えるという歴史的な出来事に

世界が注目。非核への意識が高まりを見せています。

　村では、昭和６３年の「非核平和美浦村宣言」を機に、

平和記念式典への派遣を実施しており、今年も小学生

親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表、村議

会議員代表、教職員代表の計１１名が、広島市の原爆死

没者慰霊式並びに平和祈念式（広島平和記念式典）に

参列しました。また、今回は木原小学校の協力を得て、

小学生３名を対象とした事前学習会を実施。平和記念

資料館では、その予備知識をもって３人で熱心に展示

物等を見学している姿が印象的でした。

　ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和

への思いを語って頂きました。　　　　　《敬称略》

伝えよう平和の尊さを
核兵器なき世界の実現に向けて

原爆死没者慰霊碑折鶴奉納 平和の鐘 平和記念資料館

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
エン
ほっ

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２６４．２～Ｈ２７．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし１０月の
子育て広場

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

１

８３

１４１１

２２

２９

１５

２１２０

　わい
ほっ

わい
ほっ

２８２７

１９

２６

１８

２５

１７１６

１２１０ １３

２

９

４ ７５ ６

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時～午後４時３０分

２３
３０

２４
３１

子育て広場の運動会に
　参加してみませんか？
子育て広場の運動会に
　参加してみませんか？
子育て広場の運動会に
　参加してみませんか？

　子育て広場の運動会では、保護者とお子さん
が一緒に参加して、さまざまな年齢の子ども達
が楽しめる競技を行います。
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ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１０
月
１９
日（
水
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

◇
会
場　

美
浦
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
講
師　

医
師　

井
上
由
加
利
氏

（
井
上
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

◇
参
加
費
・
定
員　

５０
人
・
無
料

◇
申
込
期
限　

１０
月
１４
日（
金
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
業
務
内
容　

ふ
る
さ
と
納
税
事

務
◇
応
募
資
格　

村
内
在
住
の
６５
歳

以
下
の
方
で
、
勤
務
場
所
に
通

勤
で
き
、
一
般
事
務
経
験
が
有

る
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な
方

◇
勤
務
場
所　

役
場
企
画
財
政
課

　

て
満
た
し
て
い
る
ご
夫
婦
。

・
昭
和
３９
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

　

４２
年
３
月
３１
日
に
婚
姻
届
を
提

　

出
し
て
い
る
。

・
平
成
２８
年
９
月
１
日
現
在
で
村

内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
。

＊
す
で
に
金
婚
の
表
彰
・
お
祝
い

を
受
け
た
ご
夫
婦
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

村
社
会
福
祉
協
議
会

　

私
た
ち
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

ど
こ
に
問
題
が
あ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
に
生
活
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、

病
気
に
対
す
る
知
識
を
高
め
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
生
き
生
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
に
講
演
会
を
企
画
し

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
結

婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

を
１１
月
に
表
彰
・
お
祝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
ご
夫
婦
は
、
所
定

の
申
込
書
を
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
１０
月
４
日（
火
）ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
籍
地
が

村
外
の
場
合
は
、
戸
籍
謄
本
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
申
込
書
は
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w

　

w
.m
ih
o
sh
a
k
y
o
.jp
/

）
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
申
請
条
件　

次
の
要
件
を
す
べ

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

子育て支援センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

☎８８５－６５１１

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

◇
雇
用
期
間　

１１
月
２９
日（
火
）〜

平
成
２９
年
１
月
２７
日（
金
）ま
で

＊
土
日
祝
日
を
除
く
。

＊
雇
用
期
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
一
日
６
時
間
）

◇
募
集
人
数　

４
名

◇
賃
金　

時
給
８
０
０
円

◇
応
募
方
法　

１０
月
３１
日（
月
）ま

で
に
、
村
指
定
の
登
録
申
込
書

を
役
場
企
画
財
政
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
登
録
申
込
書
は
役
場
企
画
財
政

課
窓
口
に
て
取
得
い
た
だ
く
か
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課

　

村
で
は
、
借
家
住
ま
い
の
母
子

家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭
の
方
に
対

し
、
母
子
･
父
子
福
祉
住
宅
手
当

を
年
２
回
、
９
月
と
３
月
に
支
給

し
て
い
ま
す
。

◇
対
象　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

　

い
る
母
子
･
父
子
家
庭
の
方

・
所
得
が
、
児
童
扶
養
手
当
に
お

　

け
る
当
該
年
度
の
所
得
制
限
の

　

範
囲
内
に
あ
る
方

・
自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
借
家

　

住
ま
い
で
賃
貸
借
し
て
い
る
方

・
世
帯
全
員
が
村
税
お
よ
び
使
用

　

料
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◇
手
当
の
額　

月
額
４
０
０
０
円

◇
申
請
方
法　

９
月
３０
日（
金
）ま

で
に
、
所
定
の
申
請
書
（
役
場

学
校
教
育
課
に
配
置
）、賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
、
家
賃
に
か
か

る
領
収
書
の
写
し
を
役
場
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
役
場
庁
舎
２
階
）

　

一
般
国
道
１
２
５
号
美
浦
村
大

谷
地
先（「
美
浦
村
役
場
東
」
交
差

点
付
近
）
で
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス

道
路
（
大
谷
バ
イ
パ
ス
）
を
作
る

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
美
浦
村
地
域
交
流
館
建
設
予
定

　

地
南
側
の
付
近
で
す
。

◇
施
工
内
容　

道
路
改
良
舗
装
工

事（
新
設
道
路
）工
事
延
長
Ｌ
＝

５
３
０
ｍ

◇
工
期
・
作
業
時
間
帯　

７
月
下

旬
〜
平
成
２９
年
１
月
下
旬
・
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
施
工
業
者　

株
式
会
社
伊
藤
建

設
☎
０
２
９－

８
８
５－

０
２

３
９

◇
発
注
者　

茨
城
県
竜
ケ
崎
工
事

事
務
所

※局番は０２９

金
婚
式
の
ご
夫
婦
を

お
祝
い
し
ま
す

講
演
会
「
動
脈
硬
化

と
生
活
習
慣
病
」

臨
時
職
員
募
集

母
子
･
父
子
福
祉
住
宅

手
当
を
支
給
し
ま
す

工
事
の
お
知
ら
せ
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◇
問
合
せ　

代
表
平
野
勝
男
☎
０

２
９－

８
８
６－

０
７
４
９

　

村
で
は
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
が
自
主
的
に
運
転
免

許
の
全
部
を
返
納
し
た
場
合
、
村

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
登
録
料
お

よ
び
利
用
券
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者　

満
年
齢
６５
歳
以
上
の

美
浦
村
在
住
の
方
で
、
運
転
免

許
の
全
部
を
返
納
し
、
か
つ
村

税
を
完
納
し
て
い
る
方

◇
支
援
内
容　

美
浦
村
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
登
録
料（
２
千
円
）お

よ
び
利
用
券（
９
千
円
分
）

＊
一
人
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
方
法　

二
つ
の
書
類
（
稲

敷
警
察
署
に
運
転
免
許
証
を
返

納
後
、
警
察
署
か
ら
交
付
さ
れ

た
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

取
消
通
知
書
」・
必
要
事
項
を
記

載
し
た
「
高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
支
援
事
業
申
請
書
」）を
、

役
場
生
活
環
境
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支

援
事
業
申
請
書
は
役
場
生
活
環

境
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

◇
日
時　

１０
月
９
日（
日
）午
後
０

時
３０
分
〜
４
時

◇
会
場　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
水
戸

市
千
波
町
１
９
１
８
）

◇
料
金　

無
料

◇
内
容　

講
演
「
神
経
難
病
の
治

療
と
現
状
の
展
望
に
つ
い
て
」

河
野
豊
（
茨
城
県
立
医
療
大
学

教
授
）、患
者
体
験
発
表
（
茨
城

喘
息
患
者
の
集
い
、
県
心
臓
病

の
子
ど
も
を
守
る
会
）、ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
）、医
療
等
相

談
コ
ー
ナ
ー
等

◇
問
合
せ　

茨
城
県
難
病
団
体
連

絡
協
議
会
☎
０
２
９－

２
４
４

－

４
５
３
５（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
番
）

　

村
で
は
、
使
用
済
み
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

を
行
い
ま
す
。
排
出
事
業
者
単
位

で
回
収
委
託
者
と
の
契
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
回
収
日

等
、
詳
細
は
後
日
お
申
込
み
い
た

だ
い
た
農
家
の
方
宛
て
に
通
知
い

た
し
ま
す
。

◇
回
収
で
き
る
も
の　

遮
光
シ
ー

ト
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
、
肥
糧
袋
、
苗
箱
等

＊
農
ビ
、
農
ポ
リ
は
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
回
収
で
き
な
い
も
の　

糸
入
り

農
ビ
、
マ
イ
ヤ
線
、
畦
シ
ー
ト
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
そ
の
他
の
特

殊
資
材
、
ホ
ー
ス
類
等
の
一
部
、

変
色
し
た
ビ
ニ
ー
ル
や
保
存
状

態
の
悪
い
も
の
等

◇
回
収
日　

１０
月
下
旬

＊
申
請
者
に
後
日
連
絡

◇
場
所　

稲
敷
農
協
旧
安
中
支
店
、

　

茨
城
か
す
み
農
協
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー

◇
委
託
先　

（
公
社
）農
林
振
興
公
社

◇
費
用　

登
録
料：

１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
、
回
収
料：

農
ビ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
５
円
・
農
ポ
リ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
２５
円

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
金
）

＊
回
収
日
当
日
の
申
込
み
は
不
可
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

笠
間
市
の
豊
か
な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
が
楽
し
め
る
８
㎞
の
コ
ー

ス
で
す
。（
参
加
費
無
料
）

◇
日
時　

１０
月
２９
日（
土
）午
前
８

　

時
〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

◇
場
所　

笠
間
市
立
笠
間
小
学
校

　

（
笠
間
市
笠
間
２
６
８
９
番
地
１
）

◇
持
参
す
る
物　

昼
食
、
水
筒
、

　

雨
具
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等

◇
定
員　

３
０
０
名（
先
着
順
）

◇
申
込
方
法　

住
所
･
氏
名
（
フ

　

リ
ガ
ナ
）･
年
齢
･
電
話
番
号
を

　

明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
１０
月
７
日
必
着
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

県
生
活
環
境

　

部
環
境
政
策
課
（
〒
３
１
０－

　

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町
９
７

　

８－

６
）
☎
０
２
９－

３
０
１

　

－

２
９
４
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２

　

９－

３
０
１－

２
９
４
９
、
Ｅ

　

メ
ー
ル
（sizen

h
o
d
o
1
8
@
y
ah

　

o
o
.co
.jp

）

　

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時　

１０
月
４
日（
火
）午

前
９
時
〜
１６
日（
日
）午
後
５
時

＊
１０
月
９
日
〜
１１
日
は
休
館
日

◇
出
品
者　

美
浦
村
に
在
住
、在
勤
、

　

美
浦
に
縁
の
あ
る
者
約
２２
名

◇
出
品
作
品　

油
絵
、
日
本
画
、

　

彫
刻
、
日
展
お
よ
び
中
央
展
等

に
出
品
し
た
作
品

◇
会
場　

美
浦
村
中
央
公
民
館

　

茨
城
県
で
は
、
食
の
安
全
・
安

心
に
関
す
る
共
通
認
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
食
の
安
全

・
安
心
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
講
演
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

９
月
２８
日（
水
）午
後
２

時
〜
４
時

◇
場
所　

中
央
公
民
館
学
習
室

◇
テ
ー
マ　

食
肉
の
安
全
性
の
確

保
に
つ
い
て

◇
内
容　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
に
よ

る
食
肉
の
衛
生
管
理
、
食
肉
衛

生
検
査
所
に
よ
る
食
肉
の
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て

◇
募
集
人
数　

４０
名
程
度（
先
着
）

◇
申
込
方
法　

９
月
２３
日（
金
）ま

で
に
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
県
南

食
肉
衛
生
検
査
所
検
査
業
務
課

☎
０
２
９

－

８
２
２

－

０
７
４
０

難
病
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

農
ビ
・
農
ポ
リ
の

適
正
回
収
を
行
い
ま
す

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ウ
ォ

ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
７
回

美
浦
美
術
愛
好
会
展

美浦村
メガソーラー
美浦村
メガソーラー

７月の発電量

累計（今年度）

２５０，２０２

１，１１６，６２６

（単位：ｋＷｈ）

高
齢
者
運
転
免
許
自

主
返
納
支
援
事
業

食
の
安
全
・
安
心
意

見
交
換
会
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不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の

価
格
等
の
ご
相
談
に
無
料
で
お
答

え
し
ま
す
。（
事
前
予
約
は
不
要
）

【
土
浦
会
場
】

◇
日
時　

１０
月
６
日（
木
）午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

◇
会
場　

茨
城
県
南
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
５
階
小
会
議
室
１
（
土

浦
市
大
和
町
９－

１
）

◇
問
合
せ　

茨
城
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
☎
０
２
９－

２
４
６－

１
２
２
２

　

茨
城
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
古
本
・
古
雑
誌
等
の
寄
付

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
付
さ

れ
た
本
は
、
１０
月
２９
日
・
３０
日
に

実
施
す
る「
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
」内

で
無
料
配
布
し
ま
す
。

◇
募
集
す
る
も
の　

ご
家
庭
で
読

み
終
わ
っ
た
書
籍
、
雑
誌
（
ム

　

ッ
ク
本
）、コ
ミ
ッ
ク
、
Ｃ
Ｄ
、

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｂ
Ｄ
等

◇
受
付
方
法　

茨
城
県
県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
持
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
に
配
布

◇
日
時　

１０
月
１５
日（
土
）午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分

◇
受
付
相
談
内
容　

医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料
負
担

で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負
担
軽

減
策
等

◇
回
答
者　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福

祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

◇
相
談
料　

無
料

◇
受
付
電
話
番
号　

☎
０
２
９－

２
２
８－

０
６
０
０
、
☎
０
２

９－

２
２
８－

０
６
０
２

◇
主
催　

茨
城
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会

　

成
年
後
見
の
専
門
家
で
あ
る
司

法
書
士
・
社
会
福
祉
士
に
よ
る
成

年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。（
要
予
約
）

◇
日
時　

１０
月
２２
日（
土
）午
前
１０

　

時
〜
午
後
３
時

◇
美
浦
村
付
近
の
会
場　

・
土
浦
会
場　

茨
城
県
県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
中
講
座
室
２

　

（
土
浦
市
大
和
町
９－

１
、
ウ

ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

・
取
手
会
場　

取
手
市
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

　

（
取
手
市
寺
田
５
１
４
４－

３
）

◇
相
談
内
容　

成
年
後
見
、
遺
言
、

相
続
等
を
面
談
に
よ
り
相
談

◇
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
お
電

話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
会
場
や
時
間
の
都
合
に
よ
り
相

談
に
応
じ
ら
れ
る
件
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

（
公
社
）成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
茨
城
支
部
☎
０
２
９－

３
０
２－

３
１
６
６

　

遺
言
、
相
続
、
各
種
許
認
可
等

の
行
政
手
続
き
相
談
等
、
暮
ら
し

と
役
所
の
諸
手
続
き
に
関
す
る
相

談
に
、
茨
城
県
内
の
行
政
書
士
が

お
答
え
し
ま
す
。

◇
相
談
電
話
番
号
・
問
合
せ　

茨

城
県
行
政
書
士
会
☎
０
２
９－

３
０
５－

３
７
３
１

《
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
》

◇
日
時　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
後
１
時
〜
５
時

《
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会
》

◇
開
催
日
時　

１０
月
３０
日（
日
）午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

美
浦
村
中
央
公
民
館
小

会
議
室
（
同
日
同
時
刻
に
阿
見

町
中
央
公
民
館
で
も
実
施
）

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、「
法
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
無
料
で
の
司

法
書
士
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

＊
当
日
各
会
場
に
て
受
付
。
事
前

予
約
不
要
。

◇
日
時　

１０
月
１
日（
土
）午
前
１０

時
〜
午
後
３
時

◇
相
談
内
容　

借
金
、
土
地
・
建

物
、
相
続
、
裁
判
、
会
社
等
に

関
す
る
相
談
お
よ
び
こ
れ
に
関

連
す
る
登
記
相
談

◇
土
浦
会
場　

土
浦
市
亀
城
プ
ラ

ザ
第
５
会
議
室
（
土
浦
市
中
央

二
丁
目
１６－

４
）

◇
つ
く
ば
会
場　

つ
く
ば
イ
ノ
ベ

　

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

（
つ
く
ば
市
吾
妻
１－

１０－

１
）

◇
龍
ヶ
崎
会
場　

龍
ヶ
崎
市
市
街

地
活
力
セ
ン
タ
ー
・
ま
い
ん

　

（
龍
ヶ
崎
市
４
２
６
４－

１
）

＊
他
、
県
内
１１
会
場
で
実
施

《
電
話
相
談
》

　

当
日
最
寄
り
の
会
場
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
茨
城
司
法
書

士
会
に
て
電
話
相
談
も
行
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
９－

２
２
５－

０
１
１
１

可
能
か
検
品
を
行
い
ま
す
。

◇
受
付
締
切　

１０
月
１０
日（
月
）午

後
５
時

◇
問
合
せ　

茨
城
県
県
南
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町

９－

１
、
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

☎
０
２
９－

８
２
６－

１
１
０
１
、

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
開
館

＊
月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
月
曜
日
を
開
館
し
、

　

翌
火
曜
日
が
休
館
。

＊
駐
車
場
は
近
隣
の
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日　

９
月
２７
日（
火
）午
前

　

１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５－

２
９
１
５

行
政
書
士
会
無
料
相
談

美浦村民体育祭美浦村民体育祭

第５１回第５１回

会場：光と風の丘公園会場：光と風の丘公園

※詳細は１０月３日（月）の新
　聞折込みをご覧ください。
※詳細は１０月３日（月）の新
　聞折込みをご覧ください。

１０月９日（日）１０月９日（日）
午前９時開会／雨天中止午前９時開会／雨天中止

高
齢
者
・
障
害
者
の
た

め
の
成
年
後
見
相
談
会

司
法
書
士
法
律
相
談

古
本
・
古
雑
誌
等
の

寄
付
の
お
願
い

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
無
料
相
談
会

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談
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美
浦
少
年
の
つ
ば
さ
事
業　
　

台
湾
の
伝
統
と
文
化
に
触
れ
た
六
日
間

美
浦
中
学
校
二
年
生
が

　
　
　
　
　

台
北
市
立
敦
化
中
学
校
を
訪
問

台湾

中国

教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで
相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日
午前９：００～午後４：００

電話
相談

毎週水・金曜日
午前９：００～午後４：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１０月３日（月）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

９月１２日（月）、１０月１７日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１０月２６日（水）
午後１：３０～４：００

１０月３日（月）・１７日（月）
午後１：００～３：００

９月２３日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

９月の納税

　

村
で
は
、
次
の
住
民
課
窓
口
業

務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

◇
９
月
・
１０
月
の
実
施
日
時　

９

月
１４
日
・
２８
日
、
１０
月
１２
日
・

２６
日
・
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
の
発

　

行
、
印
鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト

　

の
交
付
、
戸
籍
届
書
の
預
か
り

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
平
日
の
午
前
８
時
３０
分

　

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予

　

約
し
た
も
の
を
、
土
・
日
・
祝

　

日
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

休
日
交
付
は
９
月
で
終
了
と
な

り
ま
す
。
休
日
に
受
け
取
り
を

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
平
日

の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
に
、
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

◇
９
月
の
実
施
日
時　

９
月
１１
日

　

・
２５
日
、
午
前
８
時
４５
分
〜
午

後
０
時
１５
分

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
関
東
農
産
株
式
会
社
様　

古
切

手
○
匿
名
希
望
３
件　

古
切
手

○
匿
名
希
望
２
件　

使
用
済
み
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

開
発
途
上
国
で
活
動
す
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内

容
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
技
術
系
・

医
療
系
・
教
育
系
・
農
業
系
・
ス

ポ
ー
ツ
系
等
さ
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◇
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年
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ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア

◇
問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外

協
力
隊
事
務
局
募
集
課
☎
０
３

－

５
２
２
６－

９
８
１
３
、
Ｅ

メ
ー
ル
（jicav

o
lu
n
teer-b

o
sh

　

u
@
jica.g

o
.jp

）、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp
://w
w
w
.jica
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◎
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民
票
の
写
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鑑
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書
の
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日
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話
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約
）

◎
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ン
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ー
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ー
ド
の
休
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付（
電
話
予
約
）
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日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
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意

＊納期限は９月３０日（金）です。

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（３期）

（３期）

（７月１日～３１日）

７月３１日現在死者ゼロ継続８８２日

発生件数

負傷者数

死者数

０

０

０

年累計
（　１９　）

（　２７　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
談
＆
説
明
会
（
秋
）



〈平成２８年８月１日現在の人口と世帯数〉 男８,２３９　女７,８９７　計１６,１３６（前月比＋１）世帯数６,７４０（前月比＋８）

《陸平縄文ムラまつり・各種コンテストに関するお問い合せ》
　美浦村文化財センター（〒３００－０４０４　茨城県稲敷郡美浦村土浦２３５９）
　電話：０２９－８８６－０２９１、ＦＡＸ：０２９－８８６－０４７１、メール：bunkazai@vill.miho.lg.jp
　【休館日】月曜日・祝日（祝日が月曜日の場合は翌平日も休館）

＊縄文体験：土笛作り・縄文クッキー作り・火おこし・弓矢等

＊民俗体験：うた詠み・糸紡ぎ・昔遊び・絵てがみ・もちつき等

＊太鼓演奏・おはやし・安中音頭・陸平音頭・コーラス等の発表

＊シンセサイザー演奏：奏者ｂｉｎｓｈｏ（松井びんしょう）

＊かかしコンテスト・俚謡コンテスト

＊体験スタンプラリー・各種模擬店・お楽しみ抽選会　等

※イベント内容には、告知なく変更になる場合があります。

かかしコンテスト・俚謡コンテスト参加者募集中！かかしコンテスト・俚謡コンテスト参加者募集中！

陸平貝塚公園会　場会　場

陸平縄文ムラまつり実行委員会主　催主　催

※雨天中止・小雨決行

　まつりで開催される「かかしコンテスト」「俚謡コンテスト」に参加しませんか。
　各コンテストの参加申し込みは、文化財センターにおいて１０月８日（土）まで受け付
けています。皆さまのご参加をお待ちしています。

※各コンテストへの参加方法等の詳細については、美浦村公式ホームページをご覧い
　ただくか、文化財センターまでお問合せください。

第１９回陸平縄文ムラまつり第１９回陸平縄文ムラまつり第１９回陸平縄文ムラまつり第１９回陸平縄文ムラまつり

広報みほ（№６５４・平成２８年９月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

１０月１６日（日）午前１０時～午後２時日　程日　程

《イベント内容》《イベント内容》

を開催します！を開催します！

お車でお越しの際は、陸平貝塚公園駐車場または安中小学校臨時駐車場をご利用く
ださい。なお、駐車台数が限られていますので、お乗り合わせのうえお越しくださ
い。（駐車場から会場までの送迎有）

広島で見て、聞いて、感じた平和の大切さ
  そして平和への願いを灯篭に書きました
　　  　　　　　　    ( 広島平和記念公園「灯篭流し」にて )
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